４　異動に関する規定
第○条（配置転換）

１．会社は、業務上の必要があるときは、従業員に配置転換を命ずることができる。

２．従業員は、正当な理由がない限り配置転換命令を拒むことができない。ただし、職種又は勤務地が限定されている従業員については、個別的に同意を得るものとする。

３．会社は、住居の移転を伴う異動を命じる場合は、子の養育又は家族の介護を行うことが困難となる従業員に対しては当該従業員の事情を配慮するものとする。

第○条（在籍出向）

１．会社は、次の各号に掲げる事由のいずれかに該当するときは、従業員を一定期間労働契約関係を維持したまま、子会社又は関係会社に出向を命じることがある。

(1)　出向先への経営及び技術の指導

(2)　事業の再構築に伴う要員配置

(3)　人事政策上必要とされる人事交流

(4)　従業員のキャリア形成

２．会社が出向を命じた場合、従業員は正当な理由がない限りこれを拒むことができない。

３．会社は、出向に際し、出向期間その他の労働条件を出向協定書に定める。

第○条（転籍）

１．会社は、業務上の必要があるときには、従業員と個別同意を得たうえで、会社との労働契約関係を終了させ、新たに転籍先との間に労働契約関係を成立させること（以下「転籍」という。）を命ずることがある。
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